
 

 

 

 

＜学校教育目標＞ 〇本気で学ぶ生徒 〇友達を尊重し仲良くする生徒 〇自ら心身を鍛える生徒 

  校訓 「時を守り、場を清め、礼を正す」 

                                             

          命の大切さについて考える 

校長 藤間 隆子 

12 月 1 日に、「ふれあい講演会」を実施しました。本校の卒業生、矢島理佳子さんを講師とし、命や

時間の大切さについて考える内容の講演となりました。講演のタイトルは「時間＝命 経験と挑戦で人は

成長する！」でした。 

私は矢島さんが西中2年生の時の担任でした。矢島さんの弟さんは、3年生の時に担任しました。そん

なご縁のある矢島さんですが、矢島さんは中学3年生の時に急性側湾症を発症し、夏休みに背中に30cm

もの支柱を入れる大きな手術を行いました。卒業後も制限のある生活をしていましたが、夢であった美容

師の仕事に就き、生きがいをもって仕事に励んでいました。しかし、美容師の仕事は背中に大きな負担が

かかり、ドクターストップがかかって仕事を辞めました。その後も別の仕事に就きますが、痛みが出てド

クターストップがかかるという繰り返しでした。それでも前向きにチャレンジを続けた矢島さんですが、

ある日300万人に一人と言われる抗NMDA受容体脳炎という大きな病気にかかり、生死の境をさまよいま

す。何とか命は取りとめましたが、記憶や言葉を失いました。リハビリを続け、少しずつ記憶や言葉を取

り戻してきて、現在に至っています。 

今年になって久しぶりに矢島さんと再会し、矢島さんが経験してきたことや、その経験をとおして気づ

いたことや学んだことをお聞きしました。そのお話を聞いているうちに、そのお話を中学生にもしてほし

いという思いが高まりました。また、矢島さんも、この経験をしたからこそ皆に伝えたいことがあるとい

うことでした。そのように私と矢島さんの思いが合致して、今回ふれあい講演会で講演していただくこと

になりました。 

実際にお話を聞いてどうだったでしょうか。感想を紹介します。 

○今回矢島さんの講演を聴いて、私はさらに自分の命を大切に、そしてチャレンジしていける事には挑戦

していこうと思いました。したいことがあっても何らかの影響でできなくなってしまう。そのような可

能性を考えたとき、私は後悔しないよう今を大切に、「チャンス、チャレンジ、チェンジ」していこう。

今回そう決意することができました。明日生きたかった人がいる。いつか私がそうなるかもしれない。

だから頑張っていこうと思えました。加須西中の卒業生である矢島さんから話を聞けてよかったです。 

 

○ふれあい講演会を通して、一日一日を大切に過ごしたいと思いました。友達と話せていること、歩ける

こと、目・鼻・口があること、文字が書けること、当たり前だと思っていたけど、明日病気になってし

まうかもしれない、明日で人生が終わってしまうかもしれない。そう思うと本当に今生きているのは奇

跡だと思いました。嫌なことがあったらすぐにあ 

きらめてしまう。「また明日やればいいや」など 

すぐに終わりにしてしまうのはもったいないと思 

いました。チャンスは今しかないかもしれない。 

チャレンジできるのもチェンジするのも今しかな 

いかもしれない。だからこそ今できることはどん 

どん行動していきたいです。時間と命を大切にし 

たいと思いました。 
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